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に分けて再集計 し,そ の割合について 旧カ リ学生 と新カ リ学
生の群問比較を行った結果,0.1%水準での有意差が認 められ
た項 目はなく,2011年の調査で9項 目に有意差が認め られた
4年生 と2年 生の群間比較1)とは対照的な結果 となった.
5%水準でみ ると,新 カ リ学生の 「思 う」 と回答 した者の割
合が旧カ リ学生の割合 と比較 して有意に高いことが示 された
のは3項 目である:① 「問題解決能力」(x2=5.528,p=0.019),





対 象 者:2011年度 と2013年度の社会福祉学部4年 生
調査時期:①2012年2.月8日,②2014年2月13日.以下,①
を 「旧カ リ学生」,②を 「新カ リ学生」 とす る.
内 容:DPを 細分化 した13項 目の設問について,「入学
当時の 自分 と比べてどのような面で変化があったと思 うか」
と問い,各 々の設 問に対 して,「思わない」 「どちらか といえ
ば思わない」「どちらか といえば思 う」 「思 う」の4件 法で回
答を求めた.〈自己認識 の変化〉
さらに,変 化があった と思 う項 目については,そ れに最 も
大きく関与 した ものを 「講義」等の11の選択肢から一つのみ




その他,性 別等 の基本属性 も把握 した.
なお,調 査 は,新 潟 医療福祉大学倫理委員会の承認を得て
実施 された(承 認No.17222-101214).
旧カ リ学生 と新カ リ学生があげた 〈自己認識の変化に影響を
及ぼす要因〉で10ポイン ト以上の差があった要因は,「思考」「判
断」 「問題解決能力」の3項 目で[相談援助演習],「動向への
関心」 「社会問題への関心」の2項 目で[講義]となってお り,
いずれ も新カ リ学生の割合が大きかった.
これ らの5項 目について,新 カ リ学生が挙 げた上位3つ の
要因及びその他 の4つ の要因(無 回答を除 く)に 分 けて再集
計 した上で,旧 カリ学生 と新カ リ学生の群間 比較を行った と
ころ,「思考」 についてのみ,1%水 準で有意差が認め られた
(x2=12.236,p=0.007).
有意差が認め られた 「思考」 に最 も大 きく関係 した と思 う
もの として選択 された要因は,い ずれの群も第1位 は[講義]
(両者 とも54.5%)だが,旧カ リ学生が[学外実習](22.1%),
[その他](15.6%),[相談援助演習](7.8%)と続 くのに対 し

















有効回答数:① 旧カ リ学生98人(有 効回答率63.2%)
②新カ リ学生102人(有効回答率72.3%)
1.自 己認識の変化 について
DPに 関す る13項目に対す る回答を「思 う」と「それ以外」
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